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アンケートの回答者を地区別に見ると、多い

順に、「川舟」が８６人（３７％）、「高下」が８３

人（８３％）、「丸志田」６１人（２７％）となって

います。 

 

 

 

 

 

 

性別は、多い順に、「女性」が１１９人（５２％），

「男性」が１１１人（４８％）で、ほぼ同数、同じ

割合となりました。 

 

 

 

 

 

 

年代別では、多い順に、「７０代」が 50 人

（23％）で一番多く、「８０代」「６０代」「５０代」

が同数で４９人（22％）となっています。 

「５０代」以下のいわゆる「若手」が６５人   

（３０％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 最初が Q20（20 番目の質問）になっていますが、アンケートの結果を分かりやすくするため、質問の
順番を入れ替えて並べています。 
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家族の構成は、多い順から「２世代世帯」１１０

人（４８％）、「夫婦」４０人（１７％）、「一人暮ら

し」２４人（１０％）となっています。（「その他」

５７人（２５％）） 

※「２世代世帯」や「夫婦」等の一人ひとりから

回答を受けているので、世帯数ではありませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業は、多い順から、「会社員」50 人（21％）、

「農業」27人（11％）、「パート・アルバイト」22

人（9％）、公務員・団体職員」21 人（9％）とな

っています。（「無職」62人（26％）） 

「学生・生徒」11 人（５％）から回答がありまし

た。 
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回答者の約２割（４７人・１９％）が、「買い物、

通院、通勤等の移動」で「困ることがある」と

いう回答でした。 

 

 

 

 

 

 

回答者の半数以上（１２５人・５２％）が、「雪が

多いことで困っている」という回答でした。 

 

 

 

 

 

 

 

「雪が多いことで困っていることがある」と回

答した割合を地区別に見ると、多い順から、

「丸志田」５５％、「川舟」５４％、「高下」４８％

でした。 

 

 

 

 

 

 

回答者の半数以上（１２６人・５２％）は、これま

で災害にあったり、直接目にしたことが「ない」

という回答でした。 
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「強引な誘いや押し売りなどで困った経験」は

回答者の8割以上が「ない」という回答でした

が、３５人（１５％）は「ある」という回答でした。 

 

 

 

 

 

 

空き家のことで「困っている」（１４人・６％）と

「他人ごとでない」（１６２人・６８％）の両方を

合わせると約４分の３の人が問題を感じてい

るという回答でした。 

 

 

 

 

 

移住者が増えることについて、１５５人（６５％）

が「地域にとっていいこと」だという回答でし

た。その一方で、１３人（５％）は、「いいことで

はない」という回答でした。 

 

 

 

 

 

スマホやパソコン操作について、８１人（３５％）

の人が「困っている」という回答でした。 
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地域で大切に守っていきたいものについて、

「守っていきたいものがたくさんある」（２５

人・１１％）と「いくつかある」（１１５人・５０％）

を合わせると、６割を超える人が、「大切に守

っていきたいものがある」と回答しています。 

その一方で、２割の人は「特にない」という回

答でした。 

 

 

回答者の８６％が「気軽に話ができる人が近

くにいる」という回答だった一方で、５％の人

は「いない」という回答でした。 

 

 

 

 

 

 

 

「ほとんど毎日」話をするという人が７割いる

一方で、「月に１度」程度が５％、「その他」が２

割以上という回答でした。 

 

 

 

 

 

 

回答者の７割が「気軽に相談できる人がいる」

という回答だった一方で、「気軽に相談できる

人がいない」が９％、「どちらとも言えない」が

２１％という回答でした。 
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相談できる人と「月に１度」以上会っていると

回答した人が７割いた一方で、「月に１度」程

度が１１％、「年に数回」程度が４％という回答

でした。 

 

 

 

 

 

この地域に住み続けることについて、不安を

「感じる」と「どちらかと言えば感じる」を合わ

せて、１５１人（６３％）の人が「不安を感じる」

という回答でした。 

 

 

 

 

 

 

「不安を感じる」と回答した人を地区別に見る

と、多い順から、「川舟」６５％、「高下」６３％、

「丸志田」５６％でした。 

 

 

 

 

 

 

地域に人がいなくなっていることについて、

不安を「感じる」と「どちらかと言えば感じる」

を合わせて、約８割の人が「不安を感じる」と

いう回答でした。 
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地域に人がいなくなっていることについて

「不安を感じている」人の割合を地区別に見る

と、多い順から、「川舟」８０％、「高下」７９％、

「丸志田」７５％でした。 

 

 

 

 

地域が助けてくれるという安心感について、

「ある」と「どちらかと言えばある」を合わせた

１０９人（４５％）が「安心感がある」という回答

だったのに対して、「ない」と「どちらかと言え

ばない」を合わせた６５人（２７％）の人は十分

な安心感はないという回答でした。 

 

 

 

 

地域が助けてくれるという安心感があると回

答した人の割合を地区別に見ると、多い順か

ら、「丸志田」５８％、「川舟」５０％、「高下」  

３２％でした。 

一方で、「どちらかと言えばない」または「ない」

と回答した人の割合は、多い順に「高下」   

４７％、「川舟」３３％、「丸志田」３２％でした。 

 

 

 

地域の行事や活動にほとんど参加しない人が

いることについて、３割の人が「できるだけ参

加すべきだ」としている一方で、約半分の人は

「その人の考えで仕方がない」という回答でし

た。 

また、14 人（６％）の人が「行事や活動のやり

方に問題がある」と回答しています。 
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地域の行事や活動にほとんど参加しない人が

いることについて、いずれの地区でも４割か

ら５割の割合で「その人の考えで仕方がない」

という回答でした。 

 

 

 

 

 

地域の行事や活動への参加について、「でき

れば参加したくない」という回答が７％だった

のに対して、「できれば参加したい」が３３％、

「内容によっては参加したい」が 40％で、両

方合わせると７割以上の人が「参加したい」と

回答しています。  

 

 

「参加したい」と回答した人の割合を地区別に

見ると、多い順から「川舟」７６％、「高下」   

７２％、「丸志田」６９％となっており、いずれ

も 7割程度の高い割合でした。 

また、回答者の３割から４割の人が「内容によ

っては参加したい」としており、参加者を増や

すためには、期待に合致したものにすること

が求められています。 

 

 

地域の問題に対して「できるだけ地域も関わ

って解決すべきだ」と回答した人が 32％だっ

たのに対して、「個人や家族に任せるべき」が

15％、「町が解決すべき」が１６％という回答

でした。 

また、３７％の人は「わからない」という回答

でした。 

 

 



 

20 

 

「地域も関わって解決すべき」と回答した人の

割合を地区別に見ると、多い順から、「川舟」 

３８％、「丸志田」 ３０％、高下２９％でした。 

また、「わからない」と回答した人の割合は、

「丸志田」４８％、「川舟」３５％、「高下」 ３１％

でした。 

 

 

 

自治会などの地域の組織や団体の運営に対

して「非常に課題を感じる」（33 人・１４％）と

ある程度「感じる」２７％を合わせて、４割以上

の人が「課題を感じる」という回答でした。 

また、約４割の人が「よくわからない」と回答

しています。 

 

 

 

課題を感じると回答した人を地区別に見ると、

「高下」で３９％、「川舟」で４７％、「丸志田」で

３２％という回答でした。 

 また、「よくわからない」は、「高下」で４１％、

「川舟」で３８％、「丸志田」で３８％でした。 

 

 

 

 

意見交換会（アンケート結果の報告と話合い）

について、「参加は困難だ」が２４％、「参加し

たくない」が９％だったのに対して、回答者の

２８％が「参加したい」という回答でした。 
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「参加したい」と回答した人の割合を地区別に

見ると、多い順から、「高下」３３％、「丸志田」

２７％、「川舟」２５％となっています。 

 

 

 

 

 

 

回答者の概ね４割の人が「わからない」という

回答であり、地区別では、多い順に「川舟」３０

人（３９％）、「高下」２９人（３８％）、「丸志田」 

１９人（３９％）でした。 

 

 

 

 

 

意見交換会（アンケート結果の報告と話合い）

が夜に公民館でとなると出席が難しい方もい

るだろうとの想定から、訪問して話を聞くこ

とについて聞いたところ、６２人（３３％）の人

から「協力したい」という回答がありました。 

 

 

 

 

 

訪問して話を聞くことに「協力したい」と回答

した人の割合を地区別に見ると、多い順から、

「高下」が２４人（３５％）、「川舟」が２３人（３

４％）、「丸志田」が１５人（３０％）でした。 

 


